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SA001（遺構：図252）

検出状況　Ａ地区北西部に位置し、Ⅴ層上面で検出したが、Ⅳ層自体が耕地整理等によりかなり削平

を受けた場所である。柱穴４基が直線上に位置しており、柵跡と判断した。

柱穴　４基の柱穴を検出したが、直径0.2ｍ～0.25ｍの円形もしくは楕円形で、深さ0.04ｍ～0.06ｍ

と浅い。

出土遺物　どの柱穴からも遺物は出土しなかった。

時期　Ⅴ層上面で検出し、Ⅳ層上面では水田遺構を検出していることから、弥生時代から古代のもの

図251　SH003遺構図
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と思われる。

SA002（遺構：図253）

検出状況　Ａ地区北部に位置し、Ⅳ層上面で検出したが、Ⅳ層自体が耕地整理等によりかなり削平を

受けた場所である。柱穴４基が直線上に位置しており、柵跡と判断した。

柱穴　４基の柱穴を検出したが、直径0.3ｍ～0.4ｍのほぼ円形で、深さ0.10ｍ～0.30ｍである。

出土遺物　どの柱穴からも弥生土器・土師器が出土したが、いずれも細片のため図示できなかった。

時期　Ⅳ層上面で検出したが、Ⅳ層自体が削平を受けており、出土遺物が弥生土器・土師器であるこ

とから、古墳時代前期のものと思われる。

図252　SA001遺構図

表22　柵跡一覧表

遺構№ 調査区画 検出層位 長さ(ｍ) 柱間(ｍ) 主軸方位 新＞●＞旧 時期 備考 挿図 図版

SA001 EC1～C2 Ⅴ上 5.00 1.50、1.75 N50°W 弥生時代～古代 252 -

SA002 EE16～F17 Ⅰb基 4.40 1.45 N52°E >SZ025 古墳時代前期 253 -
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図253　SA002遺構図

表23　柵跡柱穴一覧表

遺構番号
現場遺構
番号

調査区画
検出
層位

埋土 平面形状
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新＞●＞旧
出土
遺物

備考

SA001-P1 06_C0056 EC1 Ⅴ上 2層 D 長楕円形 A1a1 0.25 0.16 0.14 0.08 0.06 無

SA001-P2 06_C0057 EC1 Ⅴ上 2層 D 円形 A1a1 0.23 0.23 0.12 0.11 0.06 無

SA001-P3 06_C0059 EC1 Ⅴ上 1層 A 長楕円形 A1a1 0.26 0.25 0.11 0.07 0.04 無

SA001-P4 06_C0072 EC2 Ⅴ上 1層 A 不整楕円形 A1a3 0.29 0.18 0.10 0.07 0.04 無

SA002-P1 06_B0226 EE17 Ⅰb基 4層 G 円形 A3a2 0.40 0.39 0.15 0.14 0.30 H

SA002-P2 06_B0231 EE16 Ⅰb基 2層 B 楕円形 B2a2 0.41 0.38 0.32 0.26 0.20 H

SA002-P3 06_B0232 EE16 Ⅰb基 3層 B 円形 B1a2 0.42 0.40 0.38 0.36 0.23 H

SA002-P4 06_B0233 EF16 Ⅰb基 2層 B 円形 B1a1 0.28 0.23 0.16 0.16 0.10 >SZ025 H
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中世以降の水田跡
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要 約

　荒尾南遺跡Ａ地区は、縄文時代晩期から古墳時代後期、古代から近世の遺構を確

認した遺跡である。弥生時代中期の方形周溝墓群は、Ａ地区南側からＢ地区にかけ

て、おおよそ南北方向に幾筋かの列をなしており、当地域における一大墓域を形成

している。また、弥生時代後期頃に始まる集落の形成は、弥生時代末から古墳時代

初頭において最盛期を迎え、大規模な集落となる。古墳時代前期には集落は廃絶し

ているが、その後も断続的な土地利用は認められ、中世にいたって水田域として利

用されている。このため、それ以前の遺構、遺物の遺存状態は必ずしも良いとはい

えないが、美濃地方西部の弥生時代から古墳時代前期における、中心的な集落のひ

とつであったと思われる。
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